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ひる しろ か 

ある 春の 午過ぎです。 白と 云う 犬 は 土 を 嗅ぎ 嗅ぎ、 

静かな 往来 を 歩いて いました。 狭い 往来の 両側に は 

いけがき あいだ 

ずっと 芽 を ふいた 生垣が 続き、 その また 生垣の 間に 

はちら ほら 桜な ども 咲いて います。 白 は 生垣に 沿いな 

よこちょう 

がら、 ふと ある 横町 へ 曲り ました。 が、 そちらへ 曲つ 

たと 思う と、 さもび つくりし たように、 突然 立ち 止つ 

てし まいました。 

それ も 無理はありません。 その 横町の 七 八 間 先に は 

しるしばんてん わな うしろ 

印半纏 を 着た 犬 殺しが 一 人、 罠 を 後 に 隠した まま、 



一匹の 黒 犬 を 狙って いるので す。 しかも 黒 犬 は 何も 知 

ら ずに、 犬 殺しの 投げて くれた パン か 何 か を 食べて い 

るので す。 けれども 白が 驚いた の は そのせ いば かりで 

はありません。 見知らぬ 犬なら ば ともかくも、 今 犬 殺 

しに 狙われて いるの はお 隣の 飼 4< の 黒な のです。 毎朝 

顔 を 合せる 度に お 互 の 鼻の 句 を 嗅ぎ 合う、 大の 仲よ 

しの 黒な のです。 

白 は 思わず 大声に 「黒 君！ あぶない！」 と 叫ぼう 

としました。 が、 その 拍子に 犬 殺し はじろ りと 白へ 目 

を やりました。 「教えて 見ろ！ 貴様から 先へ 罠に か 

ける ぞ。」 犬 殺しの 目に はあり ありと そう 云う 嚇 



白 は 二人 を 見上げる と、 息 もっかず にこう 云い まし 

た。 (も つと もお 嬢さん や 坊ちゃんに は 犬の 言葉 はわ 

かりま せんから、 わんわん と 聞え る だけな のです。) し 

かし 今日は どうした のか、 お嬢さん も 坊ちゃん もた だ 

呆気に とられた ように、 頭 さえ 撫でて はくれ ません。 

白 は 不思議に 思いながら、 もう 一 度 二人に 話しかけ ま 

した。 

「お嬢さん！ あなた は 犬 殺し を 御存じで すか？ そ 

れは 恐ろしい やつです よ。 坊ちゃん！ わたし は 助か 

りました が、 お 隣の 黒 君は摑 まりました ぜ。」 

それでも お嬢さん や 坊ちゃん は 額 を 見合せ ている ば 



かりです。 おまけに 二人 はしば らくす ると、 こんな 妙 

な こと さえ 云い 出す のです。 

はるお 

「どこの 犬でしょう？ 春 夫さん。」 

「どこの 犬だろう？ 姉さん。」 

どこの 犬？ 今度 は 白の 方が 呆気に とられました。 

(白に はお 孃 さんや 坊ちゃんの 言葉 もち やん と 聞き わ 

ける ことが 出来る のです。 我々 は 犬の 言葉が わからな 

いもので すから、 犬 もや はり 我々 の 言葉 はわから ない 

ように 考えて いますが、 実際 はそう ではありません。 

犬が 芸を 覚える の は 我々 の 言葉が わかる からです。 し 

かし 我々 は 犬の 言葉 を 聞き わける ことが 出来ません か 



やみ におい か 

ら、 闇の 中 を 見通す こと だの、 かすかな 句 を 嗅ぎ当て 

る こと だの、 犬の 教えて くれる 芸はー つも 覚える こと 

が 出来ません。) 

「どこの 犬と はどうした のです？ わたしで すよ！ 

白です よ！」 

あいかわらず 

けれども お嬢さん は 不相変 気味 悪そう に 白 を 眺めて 

レ ます 

「お 隣の 黒の 兄弟 かしら？」 

「黒の 兄弟 かも 知れない ね。」 坊ちゃん も バット をお 

もちやに しながら、 考え深 そうに 答えました。 

からだじゅう 

「こいつ も 体 中 まつ 黒 だから。」 



ことの 出来な いのは まつ 黒に なった 姿の ことです。 白 

うつ リ はってん あま あが 

は 客の 顔 を 映して いる 理髪店の 鏡 を 恐れました。 雨 上 

りの 空 を 映して いる 往来の 水たまり を 恐れました。 往 

かざりまど ガラス 

来の 若葉 を 映して いる 飾 窓の 硝子 を 恐れました。 い 

たた 

や、 カフェ のテ エブルに 黒ビィ ルを湛 えてい る コップ 

さえ、 —— けれども それが 何に なりましょう？ あの 

自動車 を 御覧なさい。 ええ、 あの 公園の 外にと まった ■ 

大きい 黒塗りの 自動車です。 漆 を 光らせた 自動車の 

車体 は 今 こちらへ 歩いて 来る 白の 姿 を 映しました。 I 

I はっきりと、 鏡の ように。 白の 姿 を 映す もの は あの 

客 待の 自動車の ように、 到る ところに ある 訣 なのです" 



のです。 子犬 は 一 生 懸命に 引きずられまい ともがき も 

がき、 「助けて くれえ。」 と 繰り返して いました。 しか 

し 子供た ち はそんな 声に 耳 を 借す けしき もありません- 

ただ 笑ったり、 怒鳴ったり、 あるいは また 子犬の 腹 を 

靴で 蹴ったり する ばかりです。 

白 は 少しも ためらわずに、 子供た ち を 目が けて 吠え 

かかりました。 不意 を 打 たれた 子供た ち は 驚いた の 驚 

かないので はありません。 また 実際 白の 容子は 火の よ 

はもの きば 

うに 燃えた 眼の 色と 云い、 刃物の ようにむ き 出した 牙 

の 列と 云い、 今にも 嚙 みつく かと 思う くらい、 恐ろし 

いけん まく を 見せて いるので す。 子供た ち は 四方へ 逃 



「おじさん かい？ おじさん はずつ と 遠い 町に い 

る。」 

白 は 寂しそう にため 息をしました。 

「じ やもう おじさん は 家へ 帰ろう。」 

「まあお 待ちなさい。 おじさんの 御主人 は やかましい 

のです か？」 

「御主人？ なぜ また そんな こと を 尋ねる の だい？」 

「もし 御主人が やかましくなければ、 今夜 はこ こに 

とま 

泊って 行って 下さい。 それから 僕のお 母さんに も 命 拾 

いの 御礼 を 云わせて 下さい。 僕の 家に は 牛乳 だの、 力 

レエ. ライス だの、 ビフテキ だの、 いろいろな 御馳走 



なら！」 

四 

その後の 白 はどうな つた か 9 それ は 一 々話さず 

とも、 いろいろの 新聞に 伝えられ ています。 大 かたど 

たびたび あやう 

なた も 御存じでしょう。 度々 危ぃ 人命 を 救った、 勇 

ぎけん 

ましい 一 匹の 黒 犬の あるの を。 また 一 時 『義 犬』 と 云 

う 活動写真の 流行した こと を。 あの 黒 犬 こそ 白だった 

のです。 しかし まだ 不幸に も 御存じの ない 方が あれば、 

しち 

どうか 下に 引用した 新聞の 記事 を 読ん で 下さい。 



東京 日日 新聞 〔# 「東京 日日 新聞」 は ゴシック 体 r 昨 

しじ つ ぷん おうう せんの ぼ 

十八 日 (五月) 午前 八 時 四十 分、 奥 羽 線上リ 急行列車 

が 田 端 駅 附近の 踏切 を 通過す る 際、 踏切番 人の 過失に 

よ しば やまてったろう さね ひこ しさい 

依り、 田 端 一 二三 会社員 柴山鉄 太郎の 長男 実彦 (四 歳) 

が 列車の 通る 線路 内に 立ち入り、 危く櫟 死 を 遂げよう 

たくま いなずま 

とした。 その 時 逞しい 黒 犬が 一匹、 稲妻の ように 踏 

せま 

切へ 飛び こみ、 目前に 迫った 列車の 車輪から、 見事に 

実彦を 救い出した。 この 勇敢なる 黒 犬 は 人々 の 立 騒い 

でい る 間に どこかへ 姿 を 隠した ため、 表彰したい 

にもす る ことが 出来ず、 当局 は 大いに 困って いる。 

東京 朝日 新聞 〔# 「東京 朝日 新聞」 は ゴシック 体 r 



軽 井沢に 避暑 中の アメリカ 富豪 エド ヮ アド • バ アクレ 

ェ 氏の 夫人 は ペルシア 産の 猫 を 寵愛して いる。 する 

と 最近 同氏の 別荘へ 七 尺 余りの 大蛇が 現れ、 ヴ エラン 

ダ にいる 猫 を 呑もうと した。 そこへ 見慣れぬ 黒 犬が 一 

匹、 突然 猫 を 救いに 艇 けつけ、 二十 分に 亘る 奮闘の 後、 

とうとう その 大蛇 を嚙み 殺した。 しかし このけ なげな 

犬 は どこかへ 姿 を 隠した ため、 夫人 は 五 千 弗の 賞金 を 

懸け、 犬の 行方 を 求めて いる。 

国民 新聞 〔# 「国民 新聞」 は ゴシック 体 r 日本 アル プ 

ス 横断 中、 一 時 行方不明 にな つ た 第 一 高等学校の 生徒 

三 名 は 七日 (八月) 上 高地の 温泉へ 着した。 一 行 は 



ほたか やま ゃリ たけ あいだ みち 

穂 高山と 槍ケ岳との 間に 途を 失い、 かつ 過日の 暴風 

テント 

雨に 天幕 糧食 等 を 奪われた ため、 ほとんど 死 を 覚悟し 

ていた。 然るに どこから か 黒 犬が 一 匹、 一 行の さま 

よっていた 渓谷に 現れ、 あたかも 案内 をす るよう に、 

あと 

先へ 立って 歩き 出した。 一行 はこの 犬の 後に 従い、 一 

日 余り 歩いた 後、 やっと 上 高地へ 着す る ことが 出来た。 

ひとこえ 

しかし 犬 は 目の 下に 温泉宿の 屋根が 見える と、 一 声嬉 

ほ くまざさ 

しそうに 吠えた きり、 もう 一 度 もと 来た 熊笹の 中へ 姿 

を 隠して しまったと 云う。 一行 は 皆 この 犬が 来たの は 

しんめい 

神明の 加護 だと 信じて いる。 

時事 新報 〔# 「時事 新報」 は ゴシック 体〕。 十三 日 (九 



よこせき 

月) 名 古 屋巿の 大火 は 焼死 者 十 余 名に 及んだ が、 横 関 

名 古屋巿 長な ども 愛児 を 失おうと した 一 人で ある。 令 

息武矩 (三 歳) はいかなる 家族の 手 落から か、 猛火の 

中の 二階に 残され、 すでに 灰燼と なろうと したと ころ 

を、 一 匹の 黒 犬の ために 啣ぇ 出された。 巿長は 今後 名 

ぼ く さ つ 

古 屋巿に 限り、 野犬 撲殺 を 禁ずる と 云って いる。 

お だ わら まち 

読売 新聞 〔# 「読売 新聞」 は ゴシック 体〕。 小 田 原 町 城 

内 公園に 連日の 人気 を 集めて いた 宮城 巡回 動物園の シ 

おおお おかみ 

ベリ ャ産大 狼 は 二十 五日 (十月) 午後 二 時 ごろ、 突 

がんじょうお リ きどばん のち はこね 

然巌 乗な 檻 を 破り、 木戸番 二 名 を 負傷 させた 後、 箱 根 

方面へ 逸走した。 小 田 原署は そのために 非常 動員 を 行 



い、 全 町に 亘る 警戒線 を 布いた。 すると 午後 四時 半 ご 

じゅ-つじまち か 

ろ 右の 狼 は 十字 町に 現れ、 一 匹の 黒 犬と 嚙み 合い を 初 

めた。 黒 犬 は 悪戦 頗る 努め、 ついに 敵 を嚙み 伏せる 

に 至った。 そこへ 警戒 中の 巡査 も艇 けつけ、 直ちに 狼 

を 銃殺した。 この 狼 は ルプス ニソ ガン テ イクスと 称し、 

きょう も-つ 

最も 兒猛 な種属 であると 云う。 なお 宫城 動物園 主 は 

狼の 銃殺 を 不当と し、 小 田 原 署長 を 相手 どった 告訴 を 

起す といきまい ている。 等、 等、 等。 



「驚いた わね え、 春 夫さん。」 

「どうしたんだろう？ 姉さん。」 

白 は 小さい 主人の 声に、 はっきりと 目 を 開きました _ 

見れば お嬢さん や 坊ちゃん は 犬小屋の 前に 佇 ん だま 

ま、 不思議 そうに 顔 を 見合せ ています。 白 は 一度 挙げ 

た 目 を また 芝生の 上へ 伏せて しまいました。 お嬢さん 

や 坊ちゃん は 白が ま つ 黒に 変 つ た 時に も、 やはり 今の 



い 棕櫚の 木の かげに なった ク リイ ム 色の 犬小屋が、 I 

I そんな こと は 当然に 違いありません。 しかし その 犬 

こめつぶ 

小屋の 前に は 米粒 ほどの 小さ さに、 白い 犬が 一 匹 坐つ 

ている のです。 清らかに、 ほつ そりと。 白 はた だ 

こうこつ 

恍惚と この 犬の 姿に 見入りました。 

「あら、 白 は 泣いて いる わよ。」 

お嬢さん は 白 を 抱きしめた まま、 坊ちゃんの 顔 を 見 

上げました。 坊ちゃん は —— 御覧なさい、 坊ちゃんの 

威張って いるの を！ 

「へつ、 姉さん だって 泣いて いる 癖に！」 

(大正 十一 一年 七月) 
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